


 

むかしむかし　あるもりに、ビリーという　うさぎが　いました。

ビリーには　たいへん　かわった　ところが　ありました。

それは…



 

うさぎなのに　にくを　たべるということです。
ビリーは　りんごや　にんじん、くさなどを　

まったく　たべませんでした。



 

そんなビリーには、ボニーという　

とっても　かわいい　ガールフレンドが　いました。

ビリーは、ボニーのことが　とっても　だいすきでした。



 

しかし、そんなあるひのことです。ビリーが　うさぎのくせに　

にくをたべるということを　きみわるがった　もりじゅうの　

どうぶつたちに　もりから　おいだされて　しまいました。

そして、ビリーは　ボニーとも　はなればなれに　

なってしまいました。



 

もりから　おいだされて　さまよっていた　ビリーは　

おなかが　ペコペコになり　すわりこんで　しまいました。

すると、そこへ　にんげんの　おとこのこが　やってきました。



 

おとこのこは　うごけないでいる　ビリーを　かかえあげ、

いえまで　つれていきました。



 

おとこのこは　ビリーに　にんじんを　あげようとしました。

しかし、ビリーは　にんじんを　けっして　

たべようと　しませんでした。



 

そのいっぽうで、リビングの　テーブルの　うえには　

おいしそうな　ステーキが　ようい　されていました。



 

おいしそうな　においに　つられた　ビリーは、

ものすごい　いきおいで　テーブルの　うえに　あった　

ステーキを　ぜんぶ　たいらげてしまいました！



 

それにおこった　おとこのこは、

ビリーを　いえから　おいだして　しまいました。



 

ビリーが　とほうにくれて　さまよっていると、　

もりの　どうぶつたちが　ビリーのもとに　

かけあしで　やってきました。

どうぶつたちは　とっても　おおきな　くまが　もりのなかで　

あばれまわっているので　いちもくさんに　にげてきたそうです。



 

あばれている　くまの　なまえは　ギャレット。　

まわりの　もりや　やまでは　あばれんぼうで　

ゆうめいな　くまでした。

ギャレットは、どうぶつや　にんげんを　てあたりしだい　

おそって　たべてしまう　とっても　おそろしい　くまなのです。



 

それをきいた　ビリーは　ボニーのことが　しんぱいになり、

いそいで　もりへと　むかいました。　

そして、ビリーが　もりに　たどりついたとき、

ボニーが　ギャレットに　いまにも　

たべられそうに　なっていました。



 

ビリーは　ボニーを　たすけるため　まもるために、

ギャレットに　たちむかいました。



 

そうぜつな　しとうのすえ、

ビリーは　ついに　ギャレットを　

やっつけたのでした。



 

そして、ビリーは　すかさず　ギャレットを　

くまなべにして　たべてしまいました。



 

そしたらなんと、ビリーは　

くまのように　からだが　

おおきく　なってしまいました。



 

そして、もりは　ふたたび　へいわに　なりました。

ビリーは　もりの　まもりがみとして、

どうぶつたちからも　にんげんからも　

こころから　かんしゃされました。

そして、ビリーは　ボニーと　いっしょに　

いつまでも　しあわせに　くらしましたとさ。
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